
卒業するためには 
 

 卒業して学士（キャリアデザイン学）の学位を得るためには、在学年限内にＩＬＡＣ（アイラック）科目と専門

科目について下記の単位規定をすべて満たさなければなりません。 

 

卒業所要単位（2017年度以降入学者用） 
科 目 系 列 必 要 単 位 数 

Ｉ 
 

Ｌ 
 

Ａ 
 

Ｃ 

（ 

ア 

イ 

ラ 

ッ 

ク 

） 

科 

目 

１ 

０ 

０ 

番 

台 

基
盤
科
目 

0群 

必修 
2単位 

（基礎ゼミ） 

16単位 
以上 

24単位 
以上 

36単位 
以上 

ＩＬＡＣ科目・ 
専門科目合計 

 
132単位以上 

選択  

1群 
選択 

必修 
4単位以上 

2群 
選択 

必修 
4単位以上 

3群 
選択 

必修 
4単位以上 

5群 

必修 
2単位 

（スポーツ総合演習）

選択 上限2単位 

外
国
語
科
目

4群 
英語 必修 4単位以上 8単位 

以上 諸外国語*5 必修 4単位以上 

２ 

０ 

０ 

番 

台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目 

0群 選択  

6単位 
以上 

6単位 
以上 

1群 
選択 

必修 
2単位以上 

2群 
選択 

必修 
2単位以上 

3群 
選択 

必修 
2単位以上 

4群 選択  

5群 選択  

外
国
語
科
目

4群 
英語 

諸外国語 
 共通*6 

選択  

専
門
科
目  

学
部
専
門
科
目 

基幹科目 

必  修 
（キャリアデザイン学入門）
（キャリア研究調査法入門）

 
4単位 

20単位以上 
72単位 
以上 

選択必修 
（キャリア研究調査法） 

2単位以上 

選択必修 
（入門系科目） 

6単位以上*1 

選  択  

展開科目 

52単位以上 

（*1で選択した領域から、36単位以上含む） 

（体験型選択必修科目4単位(1ペア)以上含む） 

 演習科目*2 

 

 関連科目 

自
由
科
目
*3 

他学部公開科目 

ERP科目*4 

ESOP科目*4 

グローバル・オープン科目 

インターン・ボランティア*4 

短期語学研修*4 

*1 基幹科目の入門系科目のうち、「発達・教育キャリア」「ビジネスキャリア」「ライフキャリア」から1つの領域

を選択し、その選択した領域で6単位を修得しなければなりません。 

*2 基幹科目（入門系科目）および展開科目で選択した領域と同じ領域を選択しなければなりません。 

*3 自由科目は卒業所要単位として16単位まで修得可能です。 

*4 グローバル教育センター設置科目です。必要手続きを経て単位認定を行います。 

*5 留学生は、日本語を履修する。 

*6 留学生は、英語（のみ）を履修する。 

注意 １．学部専門科目は、基幹科目、展開科目、演習科目、関連科目に大別され、科目群によっては必修科目や

選択必修科目があります。必修科目はすべて単位を修得しないと卒業の要件を満たしません。選択必修科

目とは、予め指定された科目群の中から所定の単位数以上の修得が条件とされている科目のことです。 

２．ＩＬＡＣ科目と学部専門科目のそれぞれ最低必要単位数を合計すると108単位(＝36＋72）になります。 

卒業所要総単位数との差24単位（＝132－108）については、ＩＬＡＣ科目、専門科目（学部専門科目およ

び自由科目）のいずれから修得しても構いません。 

   ３．休学者の進級および卒業については別掲「市ヶ谷共通項目」の「学籍」のページを確認してください。 

   ４．３年次終了までに卒業所要単位を修得していても、４年次に４単位以上を修得しなければ卒業すること

はできません。（進級に関する規程参照） 

   ５．必要単位数欄が空欄になっている系列の科目は、仮に単位の修得がなくても他の系列の科目によって右

側に示されている必要単位数を修得していれば卒業の要件を満たせることを表しています。  

(※) 前ページの「卒業所要単位」の表は各「科目系列」ごとに科目を履修し合計して何単位取得すると卒業要件

を満たすかを示したものです。さらにそれらの科目のうちに４単位分の「体験型選択必修科目」を含んで履修し単

位を取得することも併せて卒業要件となっています。それらの科目は後述の「体験型選択必修科目」一覧表に示す

ものですが、春学期・秋学期とも表に示した科目をペアで、かつ「事前指導」や「Ⅰ」を先に履修し単位を修得し

た後「実習」や「Ⅱ」を履修しそれぞれ２単位、合計４単位取得することが卒業要件となります。これらのペア科

目は定員を定めています。年度末のガイダンスに出席し、履修希望申請書を必ず提出してください。これらのペア

科目は２年次から履修できます。できるだけ他の学部専門科目の履修に影響が少ない２年次に履修することを推奨

します。 

 

「体験型選択必修科目」一覧 

年次 
春学期＋秋学期 でペアとなる科目 定員 

（予定）春学期科目名（各２単位） 秋学期科目名（各２単位） 

２年～ 

キャリアサポート事前指導 キャリアサポート実習 100 

キャリア体験事前指導 キャリア体験学習 136 

キャリア体験事前指導（国際） キャリア体験学習（国際） 10 

多文化教育Ⅰ 多文化教育Ⅱ 150 

メディアリテラシー実習Ⅰ メディアリテラシー実習Ⅱ 20 

地域学習支援Ⅰ 地域学習支援Ⅱ 35 

 
 

進級するためには 
 

 キャリアデザイン学部において進級するためには、各年次２セメスター在学し、各年次で下記の単位規定を満た

さなければなりません。１単位でも不足したり間違いがあったりすると、進級できないので注意してください。 

 

進級に関する規程（キャリアデザイン学部） 

第１条 第１年次から第２年次へ進級する者は、第１年次修了までに24単位以上修得していなければならない。 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は、第２年次修了までに次の各号に定める単位を修得しなければなら

ない。ただし、ＳＳＩ所属学生は第１号のみ適用する。 

 (1) 第２年次修了までに48単位以上 

 (2) 基幹科目の必修科目（キャリアデザイン学入門）（キャリア研究調査法入門） 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は、第３年次修了までに次の各号に定める単位を修得しなければならない。 

 (1) ※市ヶ谷基礎科目のうち４群及び５群の卒業所要単位 

 (2) 前号の単位を含め88単位以上 

第４条 ４年次においては、4単位以上を修得しなければならない。但し、法政大学学則第49条第４項に定める場合を除く。 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

＊進級に関する修得単位数に教職・資格科目（卒業要件外科目）は含みません。 

※2017年度以降入学者は、「ＩＬＡＣ科目」として履修します。 

学部－(2)



卒業するためには 
 

 卒業して学士（キャリアデザイン学）の学位を得るためには、在学年限内にＩＬＡＣ（アイラック）科目と専門

科目について下記の単位規定をすべて満たさなければなりません。 

 

卒業所要単位（2017年度以降入学者用） 
科 目 系 列 必 要 単 位 数 

Ｉ 
 

Ｌ 
 

Ａ 
 

Ｃ 

（ 

ア 

イ 

ラ 

ッ 

ク 

） 

科 

目 

１ 

０ 

０ 

番 

台 

基
盤
科
目 

0群 

必修 
2単位 

（基礎ゼミ） 

16単位 
以上 

24単位 
以上 

36単位 
以上 

ＩＬＡＣ科目・ 
専門科目合計 

 
132単位以上 

選択  

1群 
選択 

必修 
4単位以上 

2群 
選択 

必修 
4単位以上 

3群 
選択 

必修 
4単位以上 

5群 

必修 
2単位 

（スポーツ総合演習）

選択 上限2単位 

外
国
語
科
目

4群 
英語 必修 4単位以上 8単位 

以上 諸外国語*5 必修 4単位以上 

２ 

０ 

０ 

番 

台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目 

0群 選択  

6単位 
以上 

6単位 
以上 

1群 
選択 

必修 
2単位以上 

2群 
選択 

必修 
2単位以上 

3群 
選択 

必修 
2単位以上 

4群 選択  

5群 選択  

外
国
語
科
目

4群 
英語 

諸外国語 
 共通*6 

選択  

専
門
科
目  

学
部
専
門
科
目 

基幹科目 

必  修 
（キャリアデザイン学入門）
（キャリア研究調査法入門）

 
4単位 

20単位以上 
72単位 
以上 

選択必修 
（キャリア研究調査法） 

2単位以上 

選択必修 
（入門系科目） 

6単位以上*1 

選  択  

展開科目 

52単位以上 

（*1で選択した領域から、36単位以上含む） 

（体験型選択必修科目4単位(1ペア)以上含む） 

 演習科目*2 

 

 関連科目 

自
由
科
目
*3 

他学部公開科目 

ERP科目*4 

ESOP科目*4 

グローバル・オープン科目 

インターン・ボランティア*4 

短期語学研修*4 

*1 基幹科目の入門系科目のうち、「発達・教育キャリア」「ビジネスキャリア」「ライフキャリア」から1つの領域

を選択し、その選択した領域で6単位を修得しなければなりません。 

*2 基幹科目（入門系科目）および展開科目で選択した領域と同じ領域を選択しなければなりません。 

*3 自由科目は卒業所要単位として16単位まで修得可能です。 

*4 グローバル教育センター設置科目です。必要手続きを経て単位認定を行います。 

*5 留学生は、日本語を履修する。 

*6 留学生は、英語（のみ）を履修する。 

注意 １．学部専門科目は、基幹科目、展開科目、演習科目、関連科目に大別され、科目群によっては必修科目や

選択必修科目があります。必修科目はすべて単位を修得しないと卒業の要件を満たしません。選択必修科

目とは、予め指定された科目群の中から所定の単位数以上の修得が条件とされている科目のことです。 

２．ＩＬＡＣ科目と学部専門科目のそれぞれ最低必要単位数を合計すると108単位(＝36＋72）になります。 

卒業所要総単位数との差24単位（＝132－108）については、ＩＬＡＣ科目、専門科目（学部専門科目およ

び自由科目）のいずれから修得しても構いません。 

   ３．休学者の進級および卒業については別掲「市ヶ谷共通項目」の「学籍」のページを確認してください。 

   ４．３年次終了までに卒業所要単位を修得していても、４年次に４単位以上を修得しなければ卒業すること

はできません。（進級に関する規程参照） 

   ５．必要単位数欄が空欄になっている系列の科目は、仮に単位の修得がなくても他の系列の科目によって右

側に示されている必要単位数を修得していれば卒業の要件を満たせることを表しています。  

(※) 前ページの「卒業所要単位」の表は各「科目系列」ごとに科目を履修し合計して何単位取得すると卒業要件

を満たすかを示したものです。さらにそれらの科目のうちに４単位分の「体験型選択必修科目」を含んで履修し単

位を取得することも併せて卒業要件となっています。それらの科目は後述の「体験型選択必修科目」一覧表に示す

ものですが、春学期・秋学期とも表に示した科目をペアで、かつ「事前指導」や「Ⅰ」を先に履修し単位を修得し

た後「実習」や「Ⅱ」を履修しそれぞれ２単位、合計４単位取得することが卒業要件となります。これらのペア科

目は定員を定めています。年度末のガイダンスに出席し、履修希望申請書を必ず提出してください。これらのペア

科目は２年次から履修できます。できるだけ他の学部専門科目の履修に影響が少ない２年次に履修することを推奨

します。 

 

「体験型選択必修科目」一覧 

年次 
春学期＋秋学期 でペアとなる科目 定員 

（予定）春学期科目名（各２単位） 秋学期科目名（各２単位） 

２年～ 

キャリアサポート事前指導 キャリアサポート実習 100 

キャリア体験事前指導 キャリア体験学習 136 

キャリア体験事前指導（国際） キャリア体験学習（国際） 10 

多文化教育Ⅰ 多文化教育Ⅱ 150 

メディアリテラシー実習Ⅰ メディアリテラシー実習Ⅱ 20 

地域学習支援Ⅰ 地域学習支援Ⅱ 35 

 
 

進級するためには 
 

 キャリアデザイン学部において進級するためには、各年次２セメスター在学し、各年次で下記の単位規定を満た

さなければなりません。１単位でも不足したり間違いがあったりすると、進級できないので注意してください。 

 

進級に関する規程（キャリアデザイン学部） 

第１条 第１年次から第２年次へ進級する者は、第１年次修了までに24単位以上修得していなければならない。 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は、第２年次修了までに次の各号に定める単位を修得しなければなら

ない。ただし、ＳＳＩ所属学生は第１号のみ適用する。 

 (1) 第２年次修了までに48単位以上 

 (2) 基幹科目の必修科目（キャリアデザイン学入門）（キャリア研究調査法入門） 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は、第３年次修了までに次の各号に定める単位を修得しなければならない。 

 (1) ※市ヶ谷基礎科目のうち４群及び５群の卒業所要単位 

 (2) 前号の単位を含め88単位以上 

第４条 ４年次においては、4単位以上を修得しなければならない。但し、法政大学学則第49条第４項に定める場合を除く。 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

＊進級に関する修得単位数に教職・資格科目（卒業要件外科目）は含みません。 

※2017年度以降入学者は、「ＩＬＡＣ科目」として履修します。 

学部－(3)
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３ 履修登録の確認 

登録した内容を確認するために履修登録科目確認通知書を各自で印刷し、保管してください。履修登録科目確認

通知書は、正確に登録されたかを本人が確認する手段となります。履修登録科目の確認を怠ったために、登録ミス

に気づかず修得単位ゼロという例も毎年少なからずあります。自己責任が原則です。 

 

４ 履修登録の訂正 

履修登録期間内は何度でも科目を変更することができますが、登録期限後は科目の変更はできません。 

登録にミスがあり、登録ができない場合はミスをした部分の訂正をしないと履修登録が完了しません。 

また、エラーの修正が遅れると教員へ渡す受講者名簿に名前が載らず出席をとってもらえないなどの不利益が生

じる恐れがあります。 

 

５ 履修取消 

登録期間後でも、一定期間内に申し出れば登録を取り消すことができます。登録取消の期間については、掲示板

で確認してください。 

 

６ 登録単位制限と重複登録について 

登録できる単位数には、セメスター・年次ごとに上限があります。この制限を超えて登録すると、「登録ミス」と

なり、すべての科目の履修登録が無効となりますので、注意が必要です。 

 

＜注意＞ 

・履修登録は「授業支援システム」とは異なります。授業支援システムにて登録をしても履修登録は完了しません。 

・履修登録をしていない科目・曜日・時限の授業へ出席したり、試験を受けたりしても単位の修得はできません。 

・大学から成績や緊急の連絡等に関する重要書類を郵送することがありますので、転居した際は必ず住所変更の手

続きをとってください。 

・留年および復学・復籍した場合、学生証番号・所属クラスが変更になる場合があります。留年・復学・復籍した

当該年次のカリキュラムにもとづいて、登録してください。 

履修登録が可能な単位数について 
 

 履修登録は春学期・秋学期セメスター開始時の年２回行いますが、履修登録には次のようなルールがあります。 

履修登録を怠ったり履修エラーを未修正で放置したりすると授業・試験を受けても単位は修得できませんので、注

意してください。 

 

2017年度以降入学者  
 

１ セメスター・年間の登録上限単位 

 各セメスターに履修登録できる単位数には上限があります。単位は週あたりの学習時間によって決められてい

ます。それゆえ、一定の期間に無制限に単位修得できるわけではありません。 

キャリアデザイン学部では、各セメスターおよび年間（２つのセメスター）での履修登録において，科目の系列

ごとに上限を設けています。 

なお、年間科目（２つのセメスターにまたがる科目）については春学期セメスターでのみ履修登録ができ、春学

期の履修上限に含めて計算されます。 

 

２ 単位数上限について  

①ＩＬＡＣ科目と専門科目 

  合計で、半期30単位・年間48単位を上限として、履修登録することができます。 

 ②教職・資格科目を履修する場合 

  教職・資格科目のうち、教職資格課程表や資格課程開設科目表（それぞれ教職課程履修要綱や資格関係科目

履修要綱に掲載）上で、科目名に■が付いている科目は卒業所要単位とはなりません。 

それらを履修する場合、上記①と合わせて半期30単位・年間60単位を上限として履修登録できます。 

 

 

３ クラス指定・定員のある科目について 

  以下の科目は、原則としてクラス指定もしくは定員制が設けられているので、必ずしも希望通りの時間に履修

できるとは限りません。 

 (1) ＩＬＡＣ科目４群の必修外国語は、指定されたクラスで受講してください。 

 (2) ＩＬＡＣ科目４群の選択外国語は、各授業とも受講者数に制限があります。 

 (3) ＩＬＡＣ科目５群の科目は、通常授業のクラス指定か集中授業のいずれかになります。 

 (4) ＩＬＡＣ科目１群の「文章論」は、受講者数に制限があります。 

 (5) 入門系の授業の受講は、クラス指定されている場合があります。 

 (6) 国際コミュニケーション語学は、各授業とも受講者数に制限があります。 

 (7) 情報実習室を使用する授業は、受講者数に制限があります。開講前に希望のクラスを尋ねますが、第２希望

以下のクラスになることもあります。 

 (8) 体験型選択必修科目は受講者数に制限があります。 

（9）上記以外にも受講制限を行う場合がありますので、掲示板や講義概要（シラバス）を参照してください。 
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